
［研究ノート］

針状FeCo ナノ粒子分散複合材料の高周波透磁率

1 笠置 映寛，2 合田 和矢，3 山本 真一郎
1 山陽小野田市立山口東京理科大学共通教育センター
2 山陽小野田市立山口東京理科大学工学部電気工学科

3 兵庫県立大学大学院工学研究科

1Teruhiro KASAGI, 2Kazuya GODA and 3Shinichiro YAMAMOTO

High Frequency Permeability of Acicular FeCo Nanoparticle
 Composite Materials

要 約

電磁環境対策材への適用を目的に金属磁性粒子を樹脂中に分散させた粒子分散複合材料の電磁気特性について
検討を行っている。分散粒子の形状は高周波電磁気特性に影響を与えることから，その機構を明らかにすること
は電磁環境対策材を構成する上で重要な課題である。今回，異方的形状を有する針状Fe76Co24ナノ粒子とポリカー
ボネートを混合した針状 FeCo ナノ粒子分散複合材料の高周波透磁率について検討した。針状 FeCo ナノ粒子複
合材料の比透磁率は 10 GHz 付近で周波数分散を示し，分散周波数は粒子濃度の低下とともに高周波へシフトし
た。比透磁率の粒子濃度依存についてマクスウェル－ガーネット近似（MGA）を用いて解析した結果，高周波
透磁率は，粒子内に生じる反磁界の影響を強く受けていることが分かった。
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